
古代ゲルマン語における文接合に関する一考察

手嶋竹司

（1）

文と文を接合する所謂接続詞の多くはその起源を副詞にもつということは人のよく知ると

ころである。ゲルマソ語においても事情は大差なく，今なお接続詞のなかにも副詞としての

働きを失わずに保有しているものが少なからずある。それらの史的発展の過程からみるなら

ぱ副詞と接続詞の両者の間の区別は時に融通と応用の幅をもっている。このようなことから

両者のカテゴリーについてこれまでになされてきた形式上の区別をなすことは困難である。

本稿では古代ゲルマソ語の文接合において非常に特微的で一種のAnaphora的な現象とも着

倣すぺき統語法があるが，これは接合されるぺき多くの場合二つの文の文頭に首語の反復も

しくは相関的対応という文の形式上の手続に加えて，さらにその折一方の側の相関語に軽い

不変化詞（Partikel以後小辞という）が副えられていることがある。こうした古代ゲルマソ

語に共通してみられる統語上の特徴とそこにみられる小辞の由来と機能について論究してみ

ようと思う。

統語論的な観点からするならば，この両文の文頭におかれて相関的に両者の間を接合する

という方法は古代ゲルマソ語に共通する特徴的なもので現代ドイツ語などには今なおその面

影を止めており，こうした文論的手続きはゲルマソ語の血脈に強く一貫して流れている。こ

の文論的統語手段は言うなれば稽々複雑にして多岐に亘る思想内容に直面対峙して自らの論

理，主旨の一貫性を失って紛糾昏迷の危険に陥るのを未然に防止し，自らの陳述の組織化の

ための心理的にも，かつまた言語表現の具体においても統語上の支柱を確保しておきたいと

いう文章心理学的背景に起因するものであると考えられる。こうしたその起源においては一

種の文体論上の手順が時間と慣用の経過の裡に徐々に文法的な手段へと進展移行していく道

を辿ったものと考える。以下に示す古代ゲルマン語の文献からの引用例はこの辺の経緯をわ

れわれに示してくれるように思われる。

Homl．　Th．1．52，6

Pider益e　Stephanus　fores6P，　Pider　fo】gode　Paulus

（StephaロのおもむくところへとPaロ1も後を追った）

Beda　Venerabilis：Historia　ecclesiastica．　Buch　IV，　kap　241）

Pa　he　Pa　P色r三n　gelimplice　tide　his　leomu　on罠ste　gese†te　ond　onsl色pte，

Pa　st6d　Lim　sum　mon記t　Purh　swefn　on4　hine　h創ette

（講鷺霧鰹所に徽て・眠りに就いたとき’一人の購の中で彼の前に立ち）

Hom1，　Th．　II．364，5

Ponne　bi石us　Godes　oncwawennys　fulfremed，　Ponne　P譲｝r　nan　de琶石ne

bi石，　Ponne　we　God　gesε05
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（號讐窪難鵬騰櫨こち畿鯖』難霧はなくなるであろ）

Wr6nn言『An　old　English　G畑㎜ar　S　95

n｛iic　sceal　geendian　earmlicu皿d鳶aPe－・…　n｛i　wolde　ic　gebetan

（野じ囎撚げたければならな噸にある今となって1ち雌離したし泌であ）

Boow．1927
P6ah話e　wintra　1亨t　under　b山fh－1㏄an　gebiden　lla∋bbe，　H記rePes　dohtor；

n記shio　hnah　swa　peah

（懲蟻の磐に脚わずかの朋留まったにすぎな嚇ど轍女は撚みすることは）

Das　Wessobrunner　Gel紐6

d6　dar　niwiht　ni　was　enteo　ni　wenteo，　enti　d6　was　der　elno　al㎜ht宝co

’　　　cot

（天の果て，地の果てに何一つなかったけれども，唯神のみが在せられた）

HeL　1424
6r　scal　be石iu　tefaran，　himil　endi　er石e，　thiu　nu　bihlidan　standat，　er　than

tbero　wordo　wiht　biliba　unlestid　an　thesumu　liohte

（美惚灘薦潔携いて突現されな磁にとど轍ら贈高く聾え立つ）

Libellus　Islandorum

P直es　hann｝1afPe　h6r　veret　einn　vetr　ePa　tu五，　PI三f6r　hann　a　braut

（彼はこの地に一冬か1二冬滞在した後立ち去って行った）

Isidor　V，11

dhi乞ist　dhiu　sa　hha　christes　chiburdi，　dhen　iudeoliudi，　dhoh　sie　ina鳳

chibo：anan　chilauben，　la5tront　inan　dhoh　dh玉1ユhwedheru　in　cruci　chi5・

1aganan　endi　dodan

（襟禦粥差鱗罐芸謹裏昔雰麓撚嬰畢歪瓢櫨弩霧け1れ）

0，III．2．1

th6　Krist　in　Galilea　quam，　ward†ha呂th6皿ad　s65　iz£am

（書隷翻レア蘭邨なられたとき・当然のことながらモのことは榊知るところ）

0，III．23．55

thoh　er　na　biliban　si，　farames　tlloh　thar　er　si

（禦主すでにこの世の人で臨轍ども・でもその人囎曜壮るところへ行こうでは暢

古代ゲルマソの文献資料からのこれらの例文は文と文の相互の関連と接続をより正確なも

のにするべく文首を相関的に対応させる方法がとられていることを示している。こうしたと

ころにいわば接続詞なる統語上の文法形式が生まれてくる端緒が窺われるように思われる。

純理論的な立場からの解釈によれば，主文と副文とを区別するものは論理上の独立性とか

非独立性，もしくは論理の上での完結，不完結といった全くの論理的性格によるものであ
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り，そうした論理によって定義づけられうるけれども，そうした論理的特｛生は文法形式の上

に明確な形式の特微と結びつくものとは限らない。また結合される文と文の接合から生まれ

る意味の関連内容には種々あって，それが言語の具体に表現され実現される段階でいろいろ

の表現形式となって現われうる、ゲルマン語の歴史がこれまでに閲し，またこれから辿るで

あろう接合の関係を一義的に撒然と表現するのに役立つような手段方法は文化と時の流れと

もに次第に開発されて来たし，今後もその方向に向って進むことは自然の理と言うぺきであ

ろう。

（∬）

言語によっては主文と副文（従属文）との間に文音調上の差異が認められるものもある。

こうした言語にあっては，両文の区切り目に文調もしくは文旋律によってその接合点が明

示される。また他方では，副文ないしは主文のどちらか一方においてのみ用いられる特定の

文接続のための形態素をもつような言語も多くある。このような言語では副文の位置なり，

副文内での文の要素の配列関係に特殊固有の制約なりがみられる場合が多くある。

さてここで問題をゲルマソ語に移して考えてみるならば，現代ドイツ語の副文に特有の灘

入接続詞と，主文と副文の間の動詞の位置の対立というそれぞれのもつ特性は古代ゲルマソ

語のうちにその胚子が既に形を整えつつあったとみるも強ち過言ではないと思う。

論究を更に進める上にも，その点を指摘しておきたい。上述の文接合の役を務めるぺく絹

いられた首語に立つ副詞の対応という現象にまつわる特徴が，他の場合よりもより朗瞭に認

められる場合があるので，以下姑くその用法と特性について触れておきたい。それは両文の

中にある同じ人称代名詞カミ，両文に対応する形でおかれていて，しかも同時にこれらの人称

代名詞が両文を接合する任務を負わされている。ここには一種醐係代名詞的な機能がみられ

ること及びここに用いられる人称代名詞が殆ど例外なく1人称と2人称の人称代名詞である

という点を考え合わせると現代ドイッ語の関係文の一構文上の特性を想起させるものがある。

Ps．　Th．79，1

5a　5e工sraela命葛elam　cynneエe㏄est　and　r由dest，石O　na　behe31d

（イスラエルを統べ治める汝はそのことに汝の眼を向けよ）

Bεow．2522
i。瞼，h㎝5臣f鯵hat銘we・・，。・e石鈴。・d・tt…；f。・葛。・i・me。R　l曲

bord　ond　byrnan

傑禦灘轡呼気と毒を持ち受謝れば㈱’さればこそ私は楯と鎧とを）

0．IV．5，65
丘rsahun　sih　zi　waru　2i　sineru　gllladu，呂6　wir　ouh三竃丘rnきnxun，　w董r　thar

sid6r　quamun

（獣兎とにあの人の脚こ艇かせ縞観は翻遅れて紬オ曜も）

この0ぱridの例文についてKe！le忽）は次のような注釈を付け撫えている。人称代名詞に添

えられた疏命は関係接合的壮意味を喚起するか，もしくはそうした意味を強めるた心に用

いられることが多いと，しかし今われわれには文接合をどのようにして確保するかが闇題の
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焦点であり，それが人称代名詞の相関的対応によってなされていることに重きをおくべきで

あろう。

Beowuifでは3入称の人称代名詞の場合にもこれと同じ用法があって，両文に相関的に対

応する形で用いられている箇処がある。このようなことから綜合的に考えてみると古代ゲル

マン語では，文頭におかれた首語の相関的対応が文接合の方法としてはかなり一般的であっ

たとみてよいのではなかろうか。

Beow．2788

he蚤a　mid　Pam　ma5mum　m£rne　Piden，　dryhten　s宣nne，　driorigne　fand，

he　hine　e丘ongon　w田te祀s　weorpan

｛魏講罐継ちたる入は謝～主髄舳まみ繊り嚇たれ｝五再び鶴）

ここに現われる小辞加，診加，訪酢，疏6のことについては後程詳述するのでここでは触

れないでおき，さらに例文を列挙することにする。

Tat．109，2

hizza

（pares玉110s　nobis　fecib三stl，　qui　portav三mus　pondus｛近ei　et　estus｝

（あなたはその日一日の労苦と珊さを耐え忍んだわれわれと彼らを同じように扱いなさいました）

Od．33

hvi　ec　eptir　m6c　1盤halda，　er　ec　o9皿hΨQto搬unna　P6ttom2，、　sver5a

deili、　sem　si61fri　mξr

（戦い好きの剣を惜しまぬ思をわが身のように内心愛しく思っておりますのに，このわたしはこれから先どうして生きながらえていられるでしょうか）

Ls．29

0巳rr　ertU，　er　P丘　yもra　telr玉玉6ta　Ie…葛Sta丘

（あなたの恐ろしく忌わしい醜行をロにするなんて，あなたは気でも狂ったのですか）

Hd1．6
fl首l　ertu，　er　P　1血　freヨstar　】nrlfn

（私をためそうなんて，あなたまちがってますよ）　　　　　　　　　　　　r

ebend且7

dulln　ertu，　er　P負qve5r　ver皿inn　fΨalsinni

（私の夫熱ヴァルハラに向って旅をしているとおっしゃるあなたは勘違いでもしているのです）

ここまでみてくるとまずはじめに厨にとまることは，第二の従属の文には殆ど常に一つの

小辞（Partlke1）が人称代名詞の後におかれているという事実である。そうしたことがどのよ

うな理由からなされているのかということを考究してみようと思う。まずこの際次のことに

注意を向けてみることは大切なことであるかと思う。上に列挙した例文ではこれまでにも述

べた如く定動詞の位置の対立ということが往々あるにはあるが，今そのことはさて措くなら

ぱ，すべて小辞に文接合の役割の多くが負わされているということになる。

従属文の構文を持つ文章構造が並列構文（Pa圏taxis）から生成発展した『ものであることは

大方の認めるところであるが，古代ゲルマソ語の従属の持続詞並びに関係代名詞が副詞及び
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指示代名詞から派生転化したものが大半であるという事実から薩ちに古代ゲルマソの文献以

前の時代には従属の接続詞や関係文は知られていなかったということにはならないのではな

いか，というのは古い従属文導入の働きをする機能語がここにみるような副詞や代名詞に幽

自をもつ新しく生まれたものによって代替されるという結果を招来させたとする事態を考慮

に入れて考えてみる必要があるのではないか。印欧語の歴史が教えるように，接続詞や関係

代名詞の領域では絶えず入れ替えによる移動が起っている。このような観点に立ってみると

き問題の小辞はかつての古い従属文導入の任務を担っていた文法語であったのではないかと

いう推定がなされよう。しかもその小辞は大抵の場合従属文導入の接合の働きをする語に随

伴して姿を見せる。そのほか稀に単独で用いられることがある。まずこの後者の単独で使用

される場合からみてみよう。

Beow．2399

05石one　anne　da…9，　P邑he　wi6　Pam　wyrm已gewegan蹴eolde

（彼がかの龍と戦わねばならないモの一日の日まで）

ebenda　1333

h60　Pa　f毘h石e　wra∋c，　Pe　PO　gystran　nlht　Grendel　cwealdest．．．．．．

（咋夜喪殿がグレソデルをあやめられたその戦で鍛女は……）

Wu1£N5，14
ffamm　Pa㎜d創g烈e童anabauP　mis

（私に命令が下ったそのときから）

ebenda　T　I正3，8

Pa皿㎜hai由u　ei　Jannls　jah　M曲mbres　and5toPun　M（冷eza

（ヤソネと可ソブレがモーゼにさからったのと同じように）

Tat．147，12

quimit　ther　herro　thes　scalkes　圭n　thetロo　tage　the　her　ni　wanit　i　nti

theru　ziti　the　her　ni　wei窓

｛veniet　dominu5　servi　illius　in　die　qua　non　sperat　et　hoエa　qua　ignomt）

（モの僕の主人は彼が予期せ蹟日に彼の知らない時間にやって来るであるう）

Hel．587

an　them記1h）n由即，　tbe　ina　sallgna　an　th㈹n　middi｛鼻rd　mδdar幽6gi

（母なる人がその聖なる子をこの世に生みおとされるであろうその日に）

Grm．29
hverian　dag，　er　hann　d寂…㎜ferr　　　　　　　　　　　馳

（彼が裁きをしに行く日はいつも毎日）

小辞のこうした用法から推し測るに，それが以前では単独で従属の接続詞の機能を満す力

を具備していて，さらに接合される文と文の間に貫流する意味内容の繋がり具合は両者の連

関の次第に依存するという面が大きかったものと考えられる。加えてこの小辞汐8（冶加）は

関係代名詞としてすぺての性，格にとどまらず数を通じてその役を果すことができたのであ

る。このことを考え合わせるときこの小辞の来歴及びその由来の古さ・言葉を換えーく言うな

らば，古色を帯びた前代の遺物のようなものであることを窺わせるものがある。それが時代

の進展とともに，多様化した意味内容に首尾一貫した論理｛生を保つ上に事欠く不自由さは忍
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ぴようもなくなり，遂に止むなく，なにか相応の手立てに頼って打開の道を拓かざるをえな

い蛮態に立ち至った。そうした事態の解決に緒を与え，さらにこの旧来の老朽化した小辞に

活性剤を注射する役を勤めたのがここ一にみる副詞または指示代名詞による相関的対応の一方

に従属的な機能をもたせるべく副えられた小辞であると考えられる。

さて次にこの小辞の語源的考察を加えるならば，目下多くの研究老のみるところによれば

指示代名詞の所格（Lokativ）に出生の起源を湖ることができる。元来代名詞には前出の語を

参照し引き合わせる力が具わっている。特にある出来瑛，過程の発生ないしは行われる時と

場所を指示する機能をもつ所格にはこの力は強く感じられたことは論をまつまでもないこと

である。こうした所格の特性から自らの関係語（前出語）を内にもつ連結の機能が前面に灘

き出された。ここで日本語にも似たような現象がみられるので参考までに比較参照してみた

いと思う。

日本語の従属の接続小辞「と」はその語源的由来の機能の点でわれわれが問題にしている

古代ゲルマン語の小辞ρ8（∫ゐのと一脈相通ずるところがあるように思：われる。日本語の

「と」も本来は副詞であり，指示する副詞の「と」と同根の語であろうと大野晋氏3）は岩波

の古語辞典の基本助詞解説のなかで説明している。しかもその意味するところは現代ドイツ

語の接続詞・4αβ，盟8朋，4♂∫さらに50加互4といった広い接続の意味領域をもっている。さ

らには文の中の他の要素に附着してこれを強調する働きも兼ね備えている。なおその他に

「と」が「ところ」とかrとき」という比較的新しい接続詞とも起源を共通のところにもつ

というようなことを考え併せるならば日本語の「と」と古代ゲルマンの小辞IP8（訪のと相

共通するところがさらに大きいことがわかる。

上述のように古代ゲルマソ語の古い従属の接合詞は副詞や指示代名詞から新しく生成転化

したものによって置き換えられたのは，そもそもその機能するところが徐々に朧げとなり，

稜線が不明瞭になったことに起因する。かくして上に挙げた例文中で単独で立って文を接合

しているような用法はその古形と古い用法の投影とみるべきであろう。なお次に挙げるよう

な例文から，より高度の論理性を要する言語の要請に応えるべく，どのような試みがなされ

たか，またそうした苦境をどのようにして超克するべく手立てを講じたかを知ることができ

るであろう。以下にそこに打たれた手立てのいくつかを列挙してみよう。

（1）相関的に対応する形で配置された副詞のうちその一方に従属の小辞が添加

されている。

Wエ鋤：An。ld　English　G盟㎜r　S　96

P蝕ePa　Pas　and3wa詑。nfengja。nI翼n　be蛤na　slngan

（彼が返事を受けとるや、すぐに歌い始めた）

H直Ψ．36

P6tt　tvεer　geitr　eigi　oc　tagrepbn　sal，　Pat　er　P6　bにtra　en　b（£nn

（二頭の牝山羊と木の小枝でふかれた屋根だけしかなくても，物乞いするよりはましだ）

上掲の例文から文接合のための従属の小辞がやがて単なる機能語，文法語の地位に堕した

結果新しく生まれた副詞の相関的な対応による方法がある程度文体論的手段の域を脱して習

熟固定化されてくると，この小辞は自然とその姿を消していく運命にあった。このようない

わば複合的な接合詞が表現形式の上で特有の進展をみせるのは言語の歴史によく見られる現

象であり，その複合表現がある程度團定化規範化されてくると，そのうちに弱音化され，意
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味及び機能の上でなんらの役割をも帰せられない余剰部分を含むことになる。こうした背景

が遠因となって，その贅肉化した部分は消滅の道を辿ることになる。

②相関的に対応するように置かれた副詞のみによって文接合が表示される。

Beow．484
Ponne　waヨs　Peos　medo－heal　on　morgen－t童d，　driht惑ele　dreor－fah，　Ponne

d田9玉宝xte，　bl6de　bes慮med

（朝となりて日の光昇り来るとき，酒寓の間は血に染められていた）

Hel．4358
M愈tspelli　cumit　an　thiust祀a　naht，　al　s6　thlof　fe班d　darno　n近d　is　dadiu11，

s6　kumid　the　dagエnannun

藤鰯離黙礎麟舞箸りと自鋤幅ってやって鰍鵬世）

0．V．23，37
thoh　imo　iz　abwerta呂s宣，　yrwachet　er　thoh丘lu　frua

儲㈱愛するもの）謝か嚥『まど遠く雌れていようと彼翻三僻く目をさ）

ebenda　I．26，3

s宝der　tharinロe　badδta，　then　brunnen　rein6ta：s宝d　wache血allell　nlann6n

thiu　s創ida　i且then　undδn4）

（芙躍縦霧資醐泉を鱒めてからという楓その水につかるすべての）

③文接合の連関関係をより一層円滑明確にする必要から，これまでの旧来の

接続小辞に代って，自立し未だ具象的，具体的な意味の世界を表示する力を

失っていない副詞的小辞によって従属関係が表示される。このとき従属関係

’　をより明確に表示するために異なうた小辞が用いられる。

（a）時間的な関係を表示するもの

HeL　3707
おthδth・tb・mg面esin・an｝丑e㎜1・m面d　thlu　g・m・n。　f。1・u蛇9・

thδwar5　thar　allaro　sango　mest

（神の御子がお供の者と一緒にイエルサレムにお入りになったとき，声高い歌声がまきおこった）

ebenda　1424
er　scal　be哲iu　te正aran，　hilnil　endi　er石e，　er　than　thero　wordo　wiht　bil宝ba

unl色st三d　an　thesumu　liohte

備灘：！翻世で果たされないままに終るようなことが撚空と規の二）

O．V．18，1
unz　sie　thar　the　stuantu皿，　tharafter　luagetun，　thar　stuantun　man　th6

zuene
（彼らがそこに立ってその人の後を目で追っていたとき，その場に2人の人が立っていた）

WesgDbrunner　Gebet　6
d6　d直，　niwiht㎡was　ent的・・i　went・・，・nti　d6　w・・d・・e玉・。・lm・h宜。。
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cot

iそもそもの始まりとか終りとかと考えられるようなものは何一つ存在しなかった。そんなときよりもずっと以前に一人の万能の神がいませられた）

㈲条件文的に従属する文を醇くもの

Beow．1836

g三fhim　Ponne　Hr色Pric　t6　hofum　G色ata　gePinge5，　Peodlles　bearn，　he

m記gP激fela　fre。nda丘n〔bn

（フレーデリークがゲーアタスの宮廷へ来るならば，そこに多くの友を見出し給うであろう）

ebenda　l104

gyf　Ponne　Fr量sna　hwylc　frecnen　5pra∋ce　5a∋s　morPor－hetes　mynd庫end

w金re，　Ponne　llit　sweordes　ecg　sy瀦a皿scolde

鰯茎蓬繍雑趨霧碧こよっ鰯の鰍想咄さしめたるどき｝劃剣）

I　　　　　　　　He1．　3403

ef　sie　thes　than　ni　williad　l色stiell　w五ht，　thanne　lli　hδriad　sie　6k　themu

the　hinan　astad

（もしも彼らがそれをする意志がないならば，この場所から一人の入が級活しても，彼らはその人の言うことに耳をかさないであろう）

Gen．207

ef　ik　thar丘ndo　fiftlg　feralltara　manno，　thanna　wjlli　ik　im，　iエo　fe田h

fargeb狙

（もしも私が信仰心摘き人を50人見出すならば，私は彼に彼らの生命を預けよう）

Hildεbr．55

doh．　maht　dO　n｛1　aodlihho，　ibu　dir　din　ell6n　taoc，　in　sus　heremo㎜n

hrusti　giwinnan．，皿uba．birahanen，　ib1ユda　dar　enic　reht　habes

麟羅鱗嶺嚢贈奮皇繍鰭騰搬幾難詫茸）

⑥譲歩文的な従属文を導入するもの

Hel．537

thoh　thar　than　glhwllic　bξ…1ag　man　Krist　antkendi，　thoh　ni　war石it　gio

te　thes　kuロinges　hobe　them㎜nnun　gim査rid

（諜は鋤働る人がキリ麗認知した朧も・このことを王の繍ま伝えら禍

Prk．4

P6　mアnda　ec　gefa　P6r，　P6tt　6r　gu11i　v記ri

（もしもそれが黄金でできていようとも，私はあなたにモれをあげましょうに）

（d）名詞文的な従属を示すもの

Hom1．　Th．　L　190，22

P記t益eon　him　heora　eagan　gedydon，　P紀t　de首丘re　geleafa　on　us　　　　．

（彼らの目が彼らにしたところのこと，そのことをわれわれの｛言伽心がわれわれにしてくれる）

Bebw．1255
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P蹴ges曾ne　wearP，　wid℃uP　werum，　P肥tte　w・cend　Pa｛尋t　lifde記fter

laPum

（聡く騰懲簾磐おも一人の働澱きながらえたことが獄ち賜か）

小辞のこうした具体的な用例から今われわれは言述の明晰性と首尾一貫して流れる論理性

を確保し維持することに神経を砕き苦心した古人の努力が偲ばれる思いがする。

なお今一つわれわれの問題にとって見逃すことのできない重要な事柄があるので，それに

ついて考察を試みてみることにする。人が自らの言述の意味内容がかなり輻襖・錯綜してい

て，条理を一貫させることがなかなか難しく，聞く人をして難解・難渋・当惑させるという

ような不安をもつようなときに，どのような手立てを講じてその打i用に当ったであろか，そ

の辺の瑛情をわれわれに告げ知らせてくれるような例文があるのでそれをみてみよう。

Blick1．　HomL　225

Pa　he　Pa　hε駐fde　Pone　hired　gesibbc岨ne　ond　P浅｝r　dagas　wer皿anlge　w記s，

Z皇he三皇eft　my凪te　t6　his　mynstre　feran　Pa　wear石1ユe　f羨｝ringa　swi5e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

u皿trum

磯腱縮認蝶擁灘々の脈多くの日を過し臓へ再び戻りたいと思｝

Beow．1095

Pa　hie　getr等vedo皿on　t、va｝1ealfa　f配ste　frio誉u一へvε駐re．　Fin　Hengeste　elne

unnitme　a蔦um　benemde，　P飢he　Pa　wea－lafe　weotena　dδme　arum

一heolde，　Pa∋t石蝕i蝕nlg　mon　wordum　ne　worcum　w命re　ne　br£oe

カ｝くして彼らは双方において圃き和約を結んだ，フィγはヘソゲストに対し固い誓いの言葉で

彼に戦いの生存著らにその土地の古くからの慣習に従って長く敬意の念を忘れることのないこ

とと，いかなる人たといえども言葉や行動で条約を破るようなことは決してないであろうこと
を誓った

He1．1217

塑f6run　thar　thie　liu出t6　allar・dag。　gehwilikes，　thar台sa　dr・htin　was

selbo　undar　them　gisi5ie，　untthat　thar　gesaτnn。d　war石meginf。1c　miki1　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

managaro　thiodo　　　　　　　　　　　　‘

脇罐繰綴鶴譲雛豪磯籍ま瑠矧！の網’れらカ｛王御自）

ebenda　174

bidun　allan　da　th呂t　werod　f。r　them　w宝ha　endi　wundrodun　a垂1a，　bihwi

he　thar≦童1ango，10fsallg　m且n，　swi50　fr6d　gum・o　fraon　sinun　thionon

thorfti，亜」鍾王er　erdg　thegno　ni　deda，　旦堅旦　s…e止皇三　at　them　w宝ha

waldandes　geld　folmon　fru㎡dun
（ク方まで教会の前に群集は居残った。そして彼らが主の教会で彼らの手で生黄の品を持参して差し上げたとき，これまでかつて召使たるもの誰一人としてしたことがないほど彼らの主人になぜあれほど畏いこと牽仕するのだろうかと民衆どもは不思議に思った）

これらの例文から上に述べたような苦心の程は瞭然と看取できることと思う。上掲の例文

一つ一つについて詳述することは割愛することにして，上記例文に附せられた訳文をみれば

それぞれの陳述内容が，主文と副文の入り乱れたかなり複雑な構文になっていること及び，

そうした内容に対する統一と条理の保全への配慰が読みとれることであろう。文相互の連関
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と意味内容の通貫の仕方などは下線の施された小辞の配置から推察されよう。そこにはこれ

までの旧来の単一のP8（漉ε）のみによる接合に比べるならば文と文の間の関連と主旨の一

貫明晰性がより明確に表現にもたらされていることがわかる。さらに加えて，上にみたよう

な首語である副詞などの相開的な対応的配置による接合に比してより一層合理的な文接合の

方法がとられている。これなども上述の努力と苦心を物語る証拠とみてよいのではないだろ

うか。これすなわち換言するならば微かな余命しか保っておらず，しかも意味も機能も忘れ

去られ無用化した古代の遺物に代って接合関係を一段と明確化しようとはしたものの，そこ

に打たれた手立ては旧態依然，時間とか場所を示す指示的な副詞の力を借りざるを得なかっ

た。ここに言語に具わる遺伝的俵統的な強靭なTreibkmftを感得するのである。すなわち，

ここに用いられている小辞が旧来のP8と語根並びに意味領域において類縁関係にある副詞

であるということは，その背景をなす心理と言語感覚が依然命脈を保って脈動を続けている

ことの証左であろう。かくの如くそもそもの初源においては心理的文体論的手続きから生ま

れた文接合の方法がやがては慣用を通じて徐々に接続詞という新しい文法的手段へと移行し

ていったものと考える5）。

言語が自らの論理的整序を志向するという傾向は人間言語に本質的なものである。そして

この傾向は言語が外からの刺戟もしくは，内からの内面的必然により，より高度の表現形式

を求める必要に迫られたとき，そこに敏感に反応する。その際一時的に乱れがみられるもの

の，これまでみてきたような心理的，文体論的必要に対応すぺく表現形式の過剰性を生むと

いう結果になり易いが，やがて慣用を通してそれが固定化され規価化されて文法体系のうち

に組み込まれて均衡安定した状態を取り戻す。それにはそこに一時的に出来した余剰性は自

然に陶汰されて，最初精神面に課せられた負荷は減少される。

ゲルマソ語の歴史を通して，目指し志向する文窓にかなった文接合へと言語の可能性と適

応性を開発する試みや努力は絶えずなされている。そうするなかで可能なかぎり一義的で有

効な手段が常に生み出され案出されて表現形式の増進がすすめられてきたし，現在もなお個

々の言語はこの方向に向って営々その努力を怠ることがない。人間言語の歴史は一方におい

ては論理的表現形式の追求であり，他方では表現面での表現内容の圧縮，表現形式の多層多

重化であり，またその反作用として煩現な文章構造を超克し明瞭化と迅速化へと向う不断の

努力の歴史でもあり，こうした相拮抗する衝動と志向の連続であると言うも敢えて過言では

あるまい。先に述べたようにそうするなかにも言語経済へと向う力が作用していることも見

逃してはならない。

言語の体躯内には言語に生来具わった活力とTreibkraftが脈動している。そうした底流を

流れる活力が頻死の危機に喘ぐとき言語は幾度となく新たな活性剤を注入することによって

その生命力を強靭に維持し続けるのである。

本稿において論じ来った古代ゲルマソ語の現象もそうした言語の本質に根ざした作用の顕

われであり，中世ドイツ語にもその余勢は続いている。例えば古代ドイッ語の時代に指示代

名詞の中性形から生まれた従属の文を導く小辞（伽屠）は

瑚z、4僻
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う84召痔

π郡4醍

644謂
などの副詞もしくは副詞的な表現の接続詞的な利用の支えとしての役鼠しかもたないものに

なり下っている。

Nib．2174
bebaz　der　vide1記re　die　redeΨ01　gesprach，　R直edegem　den　edelen　man　vor

dem　h直se　sach

（鵬駕難力撚えて励ないうちに轍かきリ昌エデ拘レカ竃郎の前に姿槻）

Wa．15．　II，3召）

s宝t伽diu　minnecliche　minne　als6　verdarp，　s宝t関nc。uch　ich　ein　teil

unminnecliche

（真実の愛が地に堕ちてしまってからは私も歌を歌ってもさほど楽しくもありません）

これらの中世ドイッ語からの例文を古代ゲルマソ語からのこれまでの引用例と比較するな

らばこれまでの論述がさらにはっきりしてくるように思う。

Wul£L7，，1
biPe　Pan　usfullida　alla　Po　waurd鼠seina　in　hliumans　rnanageins，　galai

in　Kafamaum
（じっと話を聞いている聴衆の前で話し終えてから，彼はカベナウムに向って行うた）

Iw．7727
n食was　der　lewe｛i2　komen，　als　ir　e　habent　vernomen，　da　er　da　in

versperτet　wa：t

（廷ころで汝ら力嚇聞き及んでし’るように彼が脳られ縦ころ魯こはライオソがり

aH．1495
als　ie　d董e　liute　taten，　d註s宝da　solten　raten

（忠告しなければならないようなときになると人々がいつもしたことなのだが）

Iw．7392
ich㎡nnet　unz　an　di5e　vrist　de皿加c　v直r　alle島dazder　ist

（私は今日の日にいたるまでこの世にあるいかなるものよりもこの日が好きであった）

TludPb　HL　1工，1a　20
11｛iwaz　wirt　unsir　armin」wir　da　gekussit　unde　geha15et　hab…n　unde

gesungen？

（接吻し，抱き合って歌を歌い合ウたことのある私達だが，あわれにもこの先どうなることか）

E猛卸o§Gesang　7

dδsih　Adam　dδbevil，　d6　was　naht　unde　vinster

（アダムが楽園を迫われて身を堕したときは夜で真賠の囲であった）

次に挙げる中世ドイツ語からの例文中では4確はそれが鯨入する文が従属する文である

ことを示す単なる記号でしかなく，しかもこの4儲文章が上位中の一文肢を規定するいわ
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ぽ関係文的に上位文に僑りかかっている。これにはその用法と機能の両面において古代ゲル

マγ語の小辞ρ8（診ゐ8）と一脈相通ずるところがある。

P乙645，5
ane　sorge　lch　nie　beleip　sit　des　tages　daz　ich　sach　die　hant　von　der　diu

schrift　geschach

（この前この手紙を硲いたお方にお会いして以来ずっと私は心配が絶えなかったのです）

かくして小辞は徐々に自己の機能するところを消失して，患味論的価値を喪失してしまう

に至る。ついでは単に文を接続する上での支えとして附随的に副詞ないしは副詞的な表現形

態に随伴する。ところがその副詞の方が文を接合する接続詞的な機能を担い受ける力を持つ

ようになる。これを中世ドイツ語について言うならば，中世ドイツ語の状態は副詞かまたは

前置詞から新しい接続詞への移行の過程にあることを示すものである。やがて中世ドイツ語

においてもこの小辞4臨は副詞が接続詳司としての地位を確保するやその任務を放榔し姿を

消してしまうことになる。

最後に結論風にこれまでの論述を要約しておくと，古代ゲルマソの各言語はギリシャ・ラ
テンの古典古代の文化との接触やキリスト教への回宗，布教伝道というこれまでに経験した　　　　・

ことのない未曾有の文化史的・歴史的事件に直面して，これまでの口頭による伝達形式のみ

に頼っていた言語活動から俄かに書記言語による伝達と発表，文化の伝授という伝達方法の

一大変革期を迎えることになった。このときにあたって，そうした事態に対応すべく表現形

式の一大開発をせざるを得ない状況に追い込まれていることを自覚するに至った。そこでこ

の累要な事態に対処すべく講じられた手掛りであり，その起源においては文体論的心理的な

統語上の形式である相関的な対応の配置という手段に訴えることによって文接合の役を務め

させることができた。しかしこの際にも言護の血脈に流れる生来の本質的な力に援助の手を

借りない訳にはいかなかった。すなわち指示詞に来源をもっanaphodschな小辞に文i接合の

機能を負わせ従属の文を導入する力を付与した。さらに文接合の関連の仕方が複雑錯綜する

に及んでその間の連関をとり明確にする必要から，副詞などによる相関的な対応によってそ

の責を満たすことにはなったが，そこにも初めは以前からの小辞に頼らざるを得なかった。

このようにして人間言語の表現力は精緻になり，微細な二昌アソスを表現面にもたらすべく

不挑の力が働いている。言語はこのようにしてふくらむ遺産を自己の財産のうちに包蔵し拡

張進展していくが，そうした進行過程において言語は常に遺伝的な素性に沿って自己に具わ

る伝統的な財産目録の中から有効な手立てを選びとる。同じような動機と機運から同巧の手

を遣うという現象は言語の歴史によくみるところである。

Zusammae皿fa5sung

Die　Besch乱ftigung　mlt　der　klassischen　Kultur　und　die　Bekehrung　zum　Chri一

　　　　　　　　　　　　　　●　昼唐狽?獅狽浮撃氏@hat　den　Drang　z購m　Ubergang　von　der　blsherigen　nur　m邑ndlichen　Mitteilung

zur　sdlrlft玉lchen　Beschreibung　mit　sich　gebracht．　Angesichts　dieses　dringenden

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1y旺standes　sah　man　sich　gezwungen，　dazu　irgendeinen　entsprechenden　Ma昼nalne君u

tre藍fen．　Da2u　wurde　die　st盗stisch－syntaktlsche　Korrelation　verwenwendet，　wobei　sie

als　1｛onjunktiona正e　Statze　der　unterordnenden　Partikel　von　pronominaler　Herkunft
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bedar£　Aber　ferner　sind　verschledene　Partikein　erforderlich，　um　die　verschiedenen

Verhaltnlsse　zwischen　den　Aussagen　deutlicher　2um　Ausdruck店u　brlngen，　d段s　hei岱t

mit　anderen　Worten：um　llach　dem　Inhalt　den　abhangigell　Satz　n且her　bestimmen

oder　nachdr雌cklich　auszudrOcken．　Dabei　grelft　die　Sprache　gern別m　Material　aus

ihrem　eigenen　Bestand，　der　ihr　von　Haus　aus　geh6r七

（註）

1）Lehnert，　M；Altenglisches　Elementarbuch．　Sam飢lung　G行scllen　5！25

2）　1（e11e，」：Glossar　der　Sprache　Otfrids．鼠590見掲語‘°thar（副詞〉”のところを見よ。

3）　火野晋：岩波古語辞典　1457ページ　（基木助詞解説の部参照）

4）　さらに次の例文を比較参照

0．IV．20，25
er　es　6r　io　nirwant，6r　er　a王王a2　thi拓1ant　gidruabta　harto　mit　sines

1邑ru　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

（披は二の困土を自分自身の手引きでもって混乱におとしいれるまでは気の休まることはなかった）

5）古代ノルト語の酵はゴート語の接続詞Pei，　Pe，　P6（古代酉ゲルマソ語のPe，　Pa，　Pの，及び

同じくゴート語のPan（古代サクソソ語の幼朗，古代英語のPon，　Ponne，古代商地ドイツ誰の

面朋のを併せた意味領域をもつ接続詞で，古代ノルド語のPaは唯単なる謡詞であるので従舞文を

諒入するには支えとしてこのorを必要とした。　　　　　　　　　　　　　　　，，

さらに次のことを考慮に入れて考えてほしい。

古代英語の

P皿t，Pa…ttがPおtとPe（小辞）の縮約形であること，ならびにP記s　Pe，

f。rP・n　Pe（例えばf。rP。n　Pe　11壱ne臼Pe：彼は惜しまずに与えなかったの．で）

古代ノルト語の

P6tt（“obwohl”）がPl6揃の縮約形であること。

古代ノルト語の卯はいろいろの副詞と結んで従属の文を導入する支柱としての役を果たす。例えば

Pegar　er　　　“3伽’4富～3”　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．

n血er　　　　　　　　　　　　　‘㌔7’3，21‘，ゴ，

siPan　er　　　　　　　　　‘‘εご”dl8，，ゴ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

Par　til　er　　　　　　　　　　‘‘δ’3｛索7β騨，

またドイツ語についても同じようなことがみられる。中世高地ドイツ籍では，なんの意味論酌な躯

値も持たない面Zが接続詞的な支えとして副詞に添加されている。

5f’（ぬの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

，㍑‘（面z）

6（‘ロ言）

ぜf6置むf’召（面の　など

さらに現代ドイツ語からは

溜訪48”1

’アo’ε面，π

甜f！d「虚，，1

f，1ゴ8，，’

などの接統調がみられるがこれらの語iこ附荘された伽・は単なる｛宴続詞的な機能を示すために添
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えられたものである。これらの副文導入のための接続詞ではそこに附荘された指示詞は関係的である

という働きを継承しているにすぎない。なおさらに次のことに注意してほしい，というのは中世高地

ドイツ語の時代まで少数の場合を除いては1nstrumentalis（具格）は消減してしまったけれども代

名詞の中性単数形だけは残うた。そしてこの中性単数形がいろいろな場合にやはり従属の文を導入す

るための支えの役をなしているということと併せて，ゲルマン語ではこのInstrumentali5の大部

分は前置詞と与格という形式によって代替されていることなどに想致されよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●U）WalterΨon　Vogelweid舜Gedichte　Mittelhochdeutscher　Text　und　Uberset2ung．　Fischer

BUcher　des　Wigse皿s　Nr．6052（ausgew謹hlt，　Oberse倣und　mit　einem　Kommentar　ver5ehen

Ψon　Peter　Wapnewski）

略語説　明

aH．一門…………Der　arme　Heinrich　von　HartmannΨon　Aue

Beow．……………Beowulf

Blick1．　Hom1．…The　Blickliロg　Homilies，　edited　by　R．　Morris

Gen，…………・・・…Genesis

Grm．………………Grim皿ism丘1　　　　　　．巳

Hゑv．………………H直Ψama1

Hom1．　Th．………The　Homilies　of　AElfric，　edit已d　by　B．　Tho叩e

Hd1，　・…　帥・・…　輯・・…　Hyndlo1三65

Hildebr．・一・……Hildebrandslied

idg．　・………・軸・・…indogermanisch

Iw．…一…・………・lwein．　Eiロe　Er2亘h1岨g　von　Hartmanll　von　Aue

L．・・………………・Lu1｛as－Evangelium

Ls．…。・・・・・・・・…叫・…Lo¢asenna

mhd．………………mittelhochdeutsch

N．…………………Nehemias（das　alte　Testament）

Nib．…　…・冊・…・・…Nibelungenlied

nhd．・…　冊…・…・…・neuhoc｝1deutsch

0．・…………・……・Otfrids　Evangelienbtlch　　　　　　　　　　　　‘

Od．・鱒・・山…　……　…・Oddr白nargr直tr

Pron．　pers．　……Pronomen　personalis

P乞．…………・・……・WolframΨon　Eschenbach，　Parzval．

Ps．　Th．…………Libri　Psalmorum，　edited　by　Thorpe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．s．………・…・……・Der　Brief　des　PauIus　an　Timotheus

Tat．………………Tatia旦・

Trudp　HL．・…・・…Das　St．　Trudperter　Hohe　Lied

Prk．………………Prymsqvi5a

Wa．……一……・・Die　Gedichte　Walters　von　Voge！weide

Wulf．一…一…Wu1飢as　Gotische　Bibel



123

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
P　刊　　　本

Althochdeutsches　Lesebuch．　　　W．　Braune，　bearbeitet　von　Emst　A．　Ebbinghaus．

15．Aunage，　T曲bingen　Ig6g

B，。w。1f．　　　　　　　　　H．　Heyn・．18．　Aun・ge　bes・rgt　v。・L・L・Sch°・k・・g

Paderborn　1952

Die　Gotische　Bibe1．　　　　　　　W．　Streitberg．　Heidelberg　1950

Edd。．　Di。　Li，d。，　d。，　C。d・・　　　G．　N・・k・L　1．　T・・t　4・A・n・g・・H・id・1b・・9

regius　nebst　verwandten　　　　　　　　1962　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b
cenkm益1er皿．
H。1i。。d　und　G。nesi、．　　　　　0．　B・h・ghd，　b・a・b・it・t・。・W・Mit・k・・8・M・ge・

T廿bingen　1973－Altdeutsche　Te就bibliothek．　Nr．4

D。、Nib，1。。genli，d．　　　　H・1m・t　d・B。。・・…hd・・A・・g・b・v。・K・・田・・t・c11

21．Auβage，　Wiesbaden　I979

Iw。i。．　　　　　　　　　G．　F．　B・・e・k・，　K．　L・chm…u・d　L・W。1仔・

Oberset且ung　und　Anm已rkung　von　Thomas　Cramer．

2．Aunage　1974

Otf，id、　E。。ng。li。nb。・h．　　　0．　E・dm・nn，　b・・。・gt・。・L・W。1仔・6・A・且age・

T廿bingen　l973－AltdeutschεTExtbibliothek．　Nr．49

T。ti。n．　L。t。i。isch。。d。1td。。t・ch．　E．　Sieve・s．2．　n・ub・a・b・A・n・9・・P・derb・m　1892
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